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2023 年度地球環境基金助成事業の事後評価（書面評価）結果概要 

 

１．事後評価（書面評価）についての背景・経緯 

 

地球環境基金は、1993 年に設立以来、国内外の NGO・NPO 等民間団体が実施する環境保全活動に

対し助成を行ってきた。2022 年度までに、その件数は延べ 5,815 件、総額 189 億円超の支援を実

施してきたところである。 

環境問題をめぐる課題は多様化しており、地球環境基金の助成事業は、ますますその重要性を増

している。こうしたなか、国や国民等に対して事業成果の評価が求められており、2006 年度から

外部専門家による事後評価を実施し、評価で得られた問題点、課題等の教訓を今後の助成事業への

参考とするとともに、助成金募集要領や審査方針に反映させている。 

  なお、2014 年度に評価要領を改正し、評価制度を見直し、助成初年度に事前目標共有、2 年目に

中間コンサルテーション、助成終了年度の翌年度に事後評価(書面評価)(以下「書面評価」という)

を実施することとした。 

  このたび、2022 年度に助成を終了した活動について、地球環境基金評価専門委員会による書面評

価を行った結果がまとまったので報告する。 

 

 

 

【助成事業評価の流れ】 
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２．書面評価の進め方 

 

① 実施団体の選定方法 

2023 年度の書面評価については、2022 年度に助成を終了した活動(LOVEBLUE 助成を除く)のうち、

3年以上の計画を有した活動 56 件を対象に行った。対象団体は別紙のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※活動区分：活動は団体所在地及び活動地によって以下のように大別される。 

イ案件：国内の民間団体による開発途上地域での環境保全のための活動 

 ロ案件：海外の民間団体による開発途上地域での環境保全のための活動 

 ハ案件：国内の民間団体による国内での環境保全のための活動 

 

 

②実施方法 

地球環境基金から評価対象団体の資料(交付申請書、中間コンサルテーション資料、活動実績報告

書等)を評価専門委員に提示し、各委員は、担当する団体について資料に基づき書面評価チェックシ

ートの評価項目にそって採点とコメントの記載を行った。なお、助成 2 年目に中間コンサルテーシ

ョンを担当した委員による評価とし、「計画の妥当性」、｢目標の達成度｣、｢実施の効率性｣「助成活

動の効果（見込み）」について総合的に評価を行った。 

 

評点は、各項目Ａ：５点、Ｂ：４点、Ｃ：３点、Ｄ：２点、Ｅ：１点とし、その合計点により上

位、中位、下位に分類した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成メニュー 
活動区分(※)  

イ ロ ハ 計 

つづける助成 0 件 ２件 ９件 １１件 

ひろげる助成 ６件 ６件 ２７件 ３９件 

フロントランナー助成 0 件  １件 １件 

プラットフォーム助成 0 件  １件 １件 

復興支援助成   ４件 ４件 

計 ６件 ８件 ４２件 ５６件 
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３．実施結果 

 ２０点満点中、上位（１６点以上）が３８団体、中位（１２点～１５点）が１８団体であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 
2023 年度評価  2022 年度評価 

評価点数 件数  評価点数 件数 

上位 

(１６点以上) 

２０ １０件  ２０ １０件 

１９ ８件  １９ ２件 

１８ ６件  １８ ５件 

１７ ９件  １７ ７件 

１６ ５件  １６ １０件 

中位 

(１２～１５点) 

１５ ７件  １５ ９件 

１４ ６件  １４ ５件 

１３ ３件  １３ ５件 

１２ ２件  １２ １０件 

下位 

(１１点以下) 

１１ ０件  １１ ０件 

１０ ０件  １０ ０件 

９ ０件  ９ １件 

８ ０件  ８ １件 

０～７ ０件  ０～７ ０件 

  ５６件   ６５件 

(参考) 
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また、全評価対象団体の総合平均点は、16.9 点(20 点満点)であり、前回の 15.6 点を上回る結果

となった。イ・ロ・ハごとでは前回と同じく海外での活動(イ・ロ)の評価点が国内での活動(ハ)を

上回っていた。評価項目別にみると、項目 1「計画の妥当性」が前回同様、最も高い結果となり、

各項目とも平均点については昨年度とほぼ同様の結果となった。 

 

 ※端数処理により平均点の合計が合わない場合があります    

参考：2022 年度 事後評価(書面評価)結果 

 

 
総数 

活動区分 

イ ロ ハ 

評価件数 56 件 6 件 8 件 42 件 

 うち上位件数（16 点以上） 38 件（67.8％） 3 件 7 件 28 件 

 うち中位件数（12～15 点） 18 件（32.1％） 3 件 1 件 14 件 

 うち下位件数（11 点以下） 0 件（0.0％） － － － 

総合平均点 16.9 点 16.3 点 17.7 点 16.7 点 

 項目 1：計画の妥当性（5 点） 4.4 点 4.3 点 4.5 点 4.4 点 

 項目 2：目標の達成度（5 点） 4.1 点 3.8 点 4.5 点 4.1 点 

 項目 3：実施の効率性（5 点） 4.2 点 4.0 点 4.4 点 4.2 点 

 項目 4：助成活動の効果（5 点） 4.1 点 4.2 点 4.4 点 4.0 点 

  つづける助成 17.7 点 － 18.0 点 17.7 点 

ひろげる助成 16.8 点 16.3 点 17.7 点 16.7 点 

 フロントランナー助成 14.0 点 －  14.0 点 

 プラットフォーム助成 17.0 点 －  17.0 点 

 復興支援助成 16.3 点   16.2 点 

 
総数 

活動区分 
イ ロ ハ 

評価件数 65 件 9 件 5 件 51 件 

 うち上位件数（16 点以上） 34 件（52.3％） 5 件 4 件 25 件 

 うち中位件数（12～15 点） 29 件（44.6％） 4 件 1 件 24 件 

 うち下位件数（11 点以下） 2 件（3.0％） － － 2 件 

総合平均点 15.6 点 15.7 点 18.4 点 15.3 点 

 項目 1：計画の妥当性（5 点） 4.2 点 4.6 点 5.0 点 4.0 点 

 項目 2：目標の達成度（5 点） 3.8 点 3.9 点 4.4 点 3.8 点 

 項目 3：実施の効率性（5 点） 3.9 点 3.8 点 4.4 点 3.8 点 

 項目 4：助成活動の効果（5 点） 3.7 点 3.4 点 4.6 点 3.7 点 

  つづける助成 14.8 点 13.0 点 20.0 点 11.4 点 

ひろげる助成 15.7 点 16.0 点 18.0 点 15.4 点 

 フロントランナー助成 20.0 点 －  20.0 点 

プラットフォーム助成 － －  － 

復興支援助成 17.0 点   17.0 点 


